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以下の文章を読んで 後の問いに答えなさい。

近年，我が国は経済や科学技術の飛躍的な発展に伴い，豊かで便利な生活がおくれ

るようになってきました。また，都市化や少子高齢化の進展にあわせて，社会環境や

国民の生活様式は大きく変化し価値観も多様化しています。このような社会変化の

なか，近年では子どもの体力が長期的に低下傾向にあります。文部科学省が1964年か

ら行っている「体力・運動能力調査」によると， 1985年ごろを境に子どもの「走る力」

「投げる力JI握力」などは，全年代において長期的に低下の一途をたどっており，

親の世代にあたる30歳代以降の大人が子どもだ、った頃と比較して体力が著しく低下し

ているといわれています。スポーツ庁が小学5年生と中学2年生の男女を対象に例年

実施している「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」では， 2020年より流行した新

型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け， 2020年以降は急激に低下していますが，

コロナ禍以前と比べても2022年度の「体力合計点」は男女ともに2019年度を下回って

おり， 8種目の体力・運動能力のうち長座体前屈を除く全ての種目において低下傾向

を示しています。学校での活動が制限されて体育の授業以外での体力向上の取り組み

が減少したこと，また朝食欠食や睡眠不足，スクリーンタイム(スマートフォンの視

聴やゲームをする時間)の増加に伴って外で体を動かす時間が減少していること，肥

満傾向児の増加などが，その要因として指摘されています。また，学校の朝礼中に倒

れる子ども，机に突っ伏すなど教室できちんと席に座っていることができない子ども，

常に疲労感を訴える子どもなど，必ずしも数値には表れない以前と異なる子どもが数

多く見られるようになってきています。現在，生活全体が便利になるとともに， 日常

生活をおくるうえで必要とされる様々な労力が軽減されるようになってきており，た

だ生活するためだけであれば，必ずしも高い体力水準や多くの運動量を必要としない

世の中になってきています。現代社会におけるスクリーンタイムの増加やコロナ禍の

影響により，社会全体として運動をしないまたは運動の時間が減少したままの生活習

慣が定着してしまう可能性があり，今後も子どもの運動不足や低体力は深刻化するこ

とが予想されます。子どもの体力は発育発達・成長を支え，個人が生涯にわたって充

実した生活を送り 明るく活力のある社会を維持形成していく基礎的能力です。しか

し現実には子どもの体力は低下傾向を続けており，子ども達の健康への悪影響，i舌



気・活力の低下などが今後の社会問題に繋がることが懸念されます。体力は人間の発

達・成長を支え，創造的な活動をするために重要な要因であることから，将来を担う

子ども達の体力を維持・向上させていくことは 我が国の将来の発展のためにも喫緊

の課題であると考えられます。従って， 日頃から学校や家庭で運動やスポーツをする

ことの大切さを伝え，運動習慣の定着を図るためにも，楽しみながら運動ができるよ

うな工夫をすることが必要であると考えられます。

(出典:池田正春ほか.人生100年時代のヘルスプロモーションのすすめ

梓書院.2024年5月)

問 本文を参考にしながら子どもの体力低下の要因を 2つあげ，それぞれの要因別に

考えられる対策について具体的に800字程度で述べよ O
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